
東京交通新聞 2008年（平成 20年）10月 27日（月曜日） 
＜車両価格 プラス 100万円以内で＞ 
◎神奈川県リハビリセンター 藤井氏 
「タクシーのユニバーサル化は世界的に要求されており、アジアの高齢化を考えると UD 

タクシーの市場は決して小さくない」と訴える神奈川県総合リハビリテーションセンター 
の藤井直人・研究部リハ工学研究室長は「ノア」と「セレナ」をベースに 2002年に製作 
されたバリアフリータクシーに対する評価を報告した。「利用したい」との意見は肢体 
不自由者では 80％以上あったが、健常者・高齢者は 50％まで下がり、一般タクシーの 
イメージからは遠い状況を示した。 
 タクシー事業者の 90％が高い評価をしたが、実際の導入では「導入したい」との意見は 
13％にとどまり、理由に高い車両価格をあげている。藤井室長は「現行セダンタクシーが 
170万円とすると最大プラス 100万円以内に設定しないと購入しにくい」とみている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




